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プラズマの微視的不安定性 Ⅱ外磁場のある場合
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-定かつ-様な外部磁場 (Bo)が Z･方向に存在する均一プラネマ宰 おける後

視的不安定性と､密度 ｡温度などの Boに垂直な勾配が存在するプラズマにお

ける ドリフ ト波の不安定性 (いわゆるユ.ニバーサル不安定性)について報告 し

た ｡

1 均一プラズマにおける分散式の一般論

マクスウキ't,方程式から､ 電媒常数テンソルKij-をもつ均一媒質における波

動 (振動数 W ,波数k十の分散式として

Q)2

極kj-k28ij･+す Kij･巨-o tl)

が導かれる｡ "無衝突70-ラズマ L;の近似では､Kij'は線型ブラソフ方程式を解

くことによって求められる.1)簡単になる場合としては
ij 外殻場に平行な波 :kJ/rBoのとき､tl)は80-0のときの純粋の縦波

笹メ牧)に対するKzz-0 と､ 純粋の嘩波 (E⊥k)に対する2行 2列行列式と

に分解する｡

止)静電近似 :条件

tn2l…ik2C2/叫 ≫匡引 (2)

がすべての i ,jに対 して成立すれば､振動は近似的に静電的 (rotE～～o)

とみな し得て､ 解析がかな.り容易になるO 有限の (無限大でない)IIij'に対 し

て(2)が成立てば､その波の位璃速度 Q,/l{ は-鹿におそいことになれ したが

って速度分布の非等方性などがあると､ 村道 ランダウ減衰 汀的な機構によって

振動的不安定にな りやすhと考えられる｡ この理由 (および簡単さ)のために

静電近似を仮定 して不安定性を論ずることが しば しばある (ただし､そのすべ

ての場合が ちゃんと正当化されているとはいえない) .
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2 後視的不安定性の例

次の ような例につ･V3て､ 簡単に報告 した.よb(わ し(は､文献 1)および

2)を参照されたい ｡

_Li) イオン及び電子のサイクロ トロン共鳴による不安定性 :温度の非等方性

によるもの及び逃走電子に よるものな ど｡

ii)準縦波の不安定性 .'静電的イオン Oサイクロ トロン波､k⊥畢Oの羅波

可Harris塑 -‡な ど｡

血) ァルフべy波および敢気音波の不安定性 :低振動数領域 (cu≪ Bi) に

おける非圧縮性の波 (shear′Alfv6n) お よび圧縮経の波 :二(tors.iunal又

は magneto岸Onic) の不安定準O.温度の非等方性によるばあhは何れ も′非振

動的､電流が存在するばあいは振動的な不安定｡

3 ドリフ ト波の不安定華 空席 率勾牢のあるプラズマにおける ドリフ ト波の

存在と､.それの不安定化の機構について論 じたq物理的な像について-,永野氏

等 も応援 して下 さったが ､ みんなが十分に終章する説明であったか どうかは自

信がない ｡ 文献 2)のほか､ 3)を参照されたい｡
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